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（
四
月
二
十
一
日
付 

 
 

 
 

奈
良
新
聞
記
事
よ
り
） 

 

 

観
光
振
興
の
一
環
と
し
て
、

郷
土
色
豊
か
な
弁
当
や
お
や
つ

の
レ
シ
ピ
普
及
を
進
め
る
葛
城

市
商
工
会
は
十
八
日
、
葛
城
市

南
藤
井
の
葛
城
市
中
央
公
民
館

で
、
レ
シ
ピ
を
基
に
試
作
会
を

行
っ
た
。
同
会
女
性
部
員
十
人

が
参
加
、
家
庭
料
理
で
な
ら
し

た
腕
を
存
分
に
ふ
る
い
、
彩
り

鮮
や
か
な
試
作
品
を
完
成
さ
せ

た
。
弁
当
と
お
や
つ
は
そ
れ
ぞ

れ
「
姫
の
五
色
弁
当
」
「
葛
城

姫
お
や
つ
」
の
名
が
付
い
て
い

る
。 

 

試
作
会
は
、
女
性
部
が
五
月

三
、
四
日
の
両
日
、
同
市
南
藤

井
の
屋
敷
山
公
園
で
開
か
れ
る

「
葛
城
市
公
園
ま
つ
り
」
に
同

弁
当
と
お
や
つ
を
出
品
し
よ
う

と
企
画
し
た
。 

 

こ
の
日
は
朝
か
ら
仕
込
み
を

開
始
。
材
料
に
は
葛
城
産
の
地

場
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

高
菜
や
卵
で
ご
は
ん
を
包
ん

で
、
お
に
ぎ
り
風
の
弁
当
に
仕

上
げ
た
。
お
や
つ
は
塩
、
砂

糖
、
小
麦
粉
、
牛
乳
を
混
ぜ
て

焼
い
た
ク
レ
ー
プ
風
の
「
し
き

し
き
」
や
芋
と
米
で
つ
く
っ
た

団
子
を
あ
ん
こ
で
包
ん
だ
「
芋

ぼ
た
」
な
ど
を
試
作
し
た
。
試

食
で
は
女
性
部
に
男
性
の
組
合

員
も
加
わ
り
試
作
品
の
出
来
栄

え
を
確
認
。
見
た
目
、
味
、
価

格
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。 

 

女
性
部
の
南
佳
江
部
長(

七 

五
）
は
「
予
想
以
上
に
う
ま
く

作
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
レ
シ
ピ
の
普
及
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。 

 

同
商
工
会
は
昨
年
、
葛
城
市

の
観
光
振
興
も
目
的
と
し
た
、

中
小
企
業
庁
の
補
助
事
業
「
地

域
資
産
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
終
了
後
も
、
料
理
の
市
販

化
に
向
け
試
作
会
を
継
続
し
て

い
る
。 

      

郷
土
料
理
の
弁
当
試
作

郷
土
料
理
の
弁
当
試
作

郷
土
料
理
の
弁
当
試
作 

 
   

 

「
公
園
ま
つ
り
」
で
出
品
へ 

葛城市商工 会 

詩作会時の撮影写真、制作中の風景(中央)、左の写真上部は「葛城姫おやつ」、右写真は「姫の五色弁当」 

５月中旬頃までヒラド

ツツジを中心に境内各

所で約3,000株が見ご

ろを迎えます。時期に

より、ボタン、シャク

ナゲ見られます。 

蘇我馬子の墓と伝えら

れる石舞台古墳は、わ

が国最大の方墳であ

り、３０数個の岩の総

重量は約2,300㌧にも

なります。 

上牧町の南端の丘陵の

上にあります。境内か

らは西方に葛下川が流

れ、先には、春の二

上、葛城、金剛の山々

が見渡せます。 

広陵町と河合町にまた

がる大きい公園です。

園内の多数の古墳をそ

のままいかした公園に

なっています。 

奈良時代の三重塔を東

西二基とも残す全国唯

一の古寺。西塔を望む

庭園に石楠花(しゃく

なげ)が咲き、５月中

旬頃まで見ごろです。 

  山頂から南側の斜面を

覆いつくす「ひと目百

万株」といわれるツツ

ジの群生は、まるで山

が、燃えているような

美しさです。 


